
第３期医療費適正化計画 進捗状況の調査・分析 

１．目標に関する評価 

（１）住民の健康の保持の推進に関する目標 

① 特定健康診査の実施率に関する数値目標                      【がん対策・健康長寿日本一推進課】 

H27 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

60.0％ 63.9% 65.2% 64.4% 66.3% ― 
70.0% 

以上 

第３期の取組 

○県内で実施される特定健康診査等について、保険者や市町村等における取組やデータ等を把握し、円滑な実

施を支援した。 

○市町村、職域保健関係機関、医療保険者及びその他の関係機関で構成する「地域保健・職域保健連携推進協

議会」において効果的な健康づくり事業の進め方についての情報交換を行った。 

○山形県国民健康保険団体連合会と共に、保険者協議会として、特定保健指導従事者研修会を開催する等、保

健指導に携わる人材を育成した。 

○保健所から各企業等へ出向いて行う健康教室（出前講座）を実施した。 

課題・改善点 
○特定健康診査の受診率（R3 年：66.3％）は全国第１位となっているものの、目標には達していない。 

○引き続き、特定健康診査の実施率の向上に向けた取組みを実施していく。 

出典：厚生労働省調べ（レセプト情報・特定健康診査等データベースをもとに分析） 

 

 



② 特定保健指導の実施率に関する数値目標                      【がん対策・健康長寿日本一推進課】 

H27 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

22.6％ 28.9% 29.2% 28.9% 29.8% ― 
45.0% 

以上 

第３期の取組 （１）①と同じ 

課題・改善点 

○特定保健指導の実施率（R3 年：29.8％）は全国第 11 位と、上位の水準となっているものの、目標には達し

ていない。 

○引き続き、特定保健指導の実施率の向上に向けた取組みを実施していく。 

出典：厚生労働省調べ（レセプト情報・特定健康診査等データベースをもとに分析） 

  



③ メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少率に関する数値目標      【がん対策・健康長寿日本一推進課】 

H27 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

20.1％ 15.0% 16.2% 15.0% 18.9% ― 
25.0% 

以上 

第３期の取組 

○健診結果データ等の有効活用に向けて、保険者に対し、指導・助言、情報提供等の支援を実施した。 

○市町村、職域保健関係機関、医療保険者及びその他の関係機関で構成する「地域保健・職域保健連携推進協

議会」において効果的な健康づくり事業の進め方についての情報交換を行った。【再掲】 

○市町村、保健所、保険者等の保健師や管理栄養士を対象に、特定保健指導従事者研修会を開催した。【再掲】 

○保健所から各企業等へ出向いて行う健康教室（出前講座）を実施した。【再掲】 

○望ましい食生活の定着を図るため、減塩や野菜の摂取を促すキャンペーンを実施した。 

○県民一人ひとりが主体的かつ自発的に健康づくりに取り組めるよう、市町村と連携したウォーキングプロジ

ェクトの展開のほか、やまがた健康フェア及びやまがた健康マイレージ事業を実施した。 

課題・改善点 

○メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少率（R3 年：18.9％）は全国第 10 位と上位の水準と

なっているものの、目標には達していない。 

○引き続き、県民総参加で「食」と「運動」両面での健康づくりの取組みを展開していく。 

出典：厚生労働省調べ（レセプト情報・特定健康診査等データベースをもとに分析） 

  



④ たばこ対策に関する目標                            【がん対策・健康長寿日本一推進課】 

目標 20 歳以上の喫煙率 

H28 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

20.2％ ― ― ― ― 17.2% 
12.0% 

以下 

第３期の取組 

○Ｈ30 年 12 月に「やまがた受動喫煙防止条例」を制定し受動喫煙防止対策の更なる推進を図った。 

○健康増進法の改正によりＲ２年 4 月 1 日から、飲食店等多くの人が利用する全ての施設が「原則屋内禁煙」

となり、改正法における相談受付や飲食店等への巡回指導のほか、出前講座や講習会等の機会を活用し、周

知を図った。 

○関係団体等と連携し、禁煙希望者に対する禁煙支援、たばこの健康影響や禁煙についての教育・普及啓発等

を実施した。 

課題・改善点 

○Ｒ４年度における 20 歳以上の喫煙率（速報値）は 17.2％であり、計画策定時より減少したものの、目標に

は届いていない。 

○各種イベントや出前講座、講習会、ＳＮＳの活用などにより、引き続き周知啓発を実施していく。 

出典：山形県「県民健康・栄養調査」（概ね５年に１度調査実施） 

 

 

 



⑤ 予防接種に関する目標                                     【健康福祉企画課】 

目標 予防接種広域実施市町村数 

H28 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

35 市町村 35 市町村 35 市町村 35 市町村 35 市町村 35 市町村 35 市町村 

第３期の取組 
○ホームページや市町村広報誌による県民への周知。 

○「予防接種広域実施の手引き」の作成と、全協力医療機関及び全市町村への周知。 

課題・改善点 
○全市町村において広域実施体制が実現し、目標を達成している。 

○引き続き県医師会及び市町村との連携を密にし、事業の円滑な実施に努める。 

  



⑥ 生活習慣病等の重症化予防の推進に関する目標                  【がん対策・健康長寿日本一推進課】 

目標 糖尿病性腎症年間新規透析導入患者数 

H27 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

120 人 140 人 132 人 114 人 125 人 ― 
90 人 

以下 

第３期の取組 

○県医師会や県糖尿病対策推進会議等と連携し、合併症の予防や早期治療により重症化を予防する体制を強化

した。 

○糖尿病等対策検討会を開催し、「糖尿病及び慢性腎臓病重症化予防プログラム」に沿って、糖尿病及び慢性腎

臓病重症化予防事業を展開するとともに、関係者の連携を推進した。 

○医療機関と地域との連携体制構築事業として、「糖尿病カードシステム」活用に関する研修会を開催した。 

○置賜地域において糖尿病等重症化予防事業活動報告会や連絡会を開催した。 

○県では、特定健診等のデータを活用し「人工透析導入ハイリスク者」リストを作成して市町村に提供すると

ともに、市町村ではこのリストをもとに医療機関と連携して受診勧奨を実施した。 

課題・改善点 

○人工透析導入ハイリスクアプローチ事業（受診勧奨）に取り組む市町村も年々増加しているものの、目標に

は届いていない。 

○県内各地域の医療機関と地域との連携体制構築事業を推進していくとともに、引き続き重症化予防、人工透

析への移行防止のためのハイリスク者への受診勧奨等に取り組んでいく。 

○糖尿病及び慢性腎臓病重症化予防プログラムの普及を推進していく。 

出典：社団法人日本透析医学会 統計調査委員会「わが国の慢性透析療法の現状」 



⑦ その他予防・健康づくりの推進に関する目標                   【がん対策・健康長寿日本一推進課】 

目標 ア 8020 運動達成者の割合、イ 運動習慣のある高齢者（65 歳以上）の割合 

H28 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

ア 48.5％ 

― ― ― ― 57.2％ 

50.0%以上 

（R3「健康やまがた

安心プラン」中間見

直し 55.0%以上） 

イ 男性 49.5％ 

  女性 47.2％ ― ― ― ― 
男性 54.8% 

女性 48.7% 

男性 58.0% 

女性 48.0% 

以上 

第３期の取組 

ア 8020 運動達成者の割合 

○歯と口腔の健康づくりが効果的に行われるよう、関係機関と協力して、市町村等への情報提供や技術支援の

ほか、人材育成等について支援した。 

○企業における歯科検診の受診を促進するためのモデル事業を実施した。 

○『山形県口腔保健支援センター』を設置し、歯科口腔の健康づくり対策を総合的かつ計画的に実施した。 

イ 運動習慣のある高齢者（65 歳以上）の割合 

○高齢者が要介護状態になることを防ぎ、健康寿命を延ばすため、運動、食生活等の分野ごとに効果的な取組

を推進した。 

○県民一人ひとりが主体的かつ自発的に健康づくりに取り組めるよう、市町村と連携し、環境整備を促進した。

（ウォーキングプロジェクト［市町村等で開催されるウォーキングイベントを集約しそれらを巡るスタンプ



ラリーを開催］、やまがた健康フェアの開催、やまがた健康マイレージ事業実施） 

課題・改善点 

ア 8020 運動達成者の割合 

○8020 運動達成者の割合は、目標を達成し更に年々増加傾向にあるが、高齢化の進展とともに高齢者の歯科

口腔保健の重要性もますます高まっている。 

○県歯科医師会などと連携して 8020 達成者表彰事業やかかりつけ歯科医の普及等の歯科口腔の健康づくり対

策に引き続き取り組んでいく。 

 

イ 運動習慣のある高齢者（65 歳以上）の割合 

○男性は 5.3％増加したものの、目標には届かなかった。 

○女性は微増ではあったが、目標を達成した。 

○「やまがた健康マイレージ事業」の普及促進による健康づくりの取組みを推進していく。 

○やまがた健康フェアを活用し、健康づくりの普及啓発を推進していく。 

○ウォーキングプロジェクトの展開により、県民運動習慣の定着を図っていく。 

出典：山形県「県民健康・栄養調査」（概ね５年に１度調査実施） 

  



（２）医療の効率的な提供の推進に関する目標 

① 後発医薬品の使用促進に関する数値目標                             【健康福祉企画課】 

H28 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

71.6% 79.9% 82.7% 85.0% 85.4% ― 
80.0％ 

以上 

第３期の取組 

○毎年度、山形県ジェネリック医薬品安心使用促進協議会を開催した。 

○H30、R1 年度に消費者団体を対象とした製造工場見学会を実施した。 

○毎年度、「汎用ジェネリック医薬品リスト」を作成、情報提供を実施した。 

課題・改善点 

○使用割合は、R1 年度に目標を達成し、それ以降も目標達成を維持している。 

○新型コロナウイルス感染症の影響で、R2～R4 年度は製造工場見学会を開催できなかった。 

○年齢別に見た場合、小児の使用割合が低い。これは、医療費無料等の影響が考えられる。 

○小児の使用割合について、重点的に向上を図るため、その保護者を含めた製造工場見学会を実施する。 

○使用率の向上にむけて、山形県ジェネリック医薬遺品安心使用促進協議会を開催し、県、保険者、医療機関

その他の関係者が連携して取り組む。 

出典：「NDB データセット」（厚生労働省） 

 

 

 

 



② 医薬品の適正使用の推進に関する目標                              【健康福祉企画課】 

目標 「かかりつけ薬剤師を配置している薬局」の割合 

H29.8 

（計画の足下値） 

第３期計画期間 

H30 R1 R2 R3 R4 R5（目標値） 

44.2% 47.2% 48.2% 49.6% 50.3% ― 85％ 

第３期の取組 

○H30、R1 年度にかかりつけ薬剤師認定要件に係る研修会を開催した。 

○H30 年度に臨床検査値を利活用できるお薬手帳を作成した。 

○R1 年度に主要８疾患テキストを作成した。 

○R1 年度に薬局の現状把握調査を実施した。 

課題・改善点 

○かかりつけ薬剤師を配置している薬局の割合は、上記の取組により目標値に近づきつつあるが、全国平均（R4

年度：60.0%）と比べると低い。 

○かかりつけ薬剤師制度に関する薬局の現状把握調査を行い、課題抽出を行う。 

○新型コロナウイルス感染症の影響により、R2～R4 年度は、かかりつけ薬剤師認定要件に係る研修会を開催

できなかった。 

○現状調査から得られた課題の解決に向け県薬剤師会と連携する。 

出典：「地方厚生局における施設基準の届出等受理状況」（厚生労働省） 

 

 

 

 



２．保険者等、医療機関その他の関係者の連携及び協力に関する評価 

【がん対策・健康長寿日本一推進課】 

第３期の取組 

○保険者協議会や地域保健・職域保健連携推進協議会等において、住民の健康の保持の推進に関し、保険者及

び健診・保健指導機関等と情報交換を行い、相互の連携及び協力を推進した。 

○保険者は、県と連携しながら医療費適正化のための取組（職員の研修、医療費の通知、普及啓発等）を実施

した。 

課題・改善点 
○県民一人ひとりが主体的かつ自発的に健康づくりに取り組めるよう、次期「健康やまがた安心プラン」のも

と、保険者等と連携して取組みを推進していく。 

 


